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十
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催

平
成
二
十
二
年
度 

第
三
回

理
事
会
と
評
議
員
会
を
開
催

（１）

3 . 1 1  東 日 本 大 震 災  「 が ん ば れ ！ ニ ッ ポ ン 」

　
三
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
二
十
二

年
度
第
三
回
理
事
会
・
評
議
員
会
で
、
①
「
平

成
二
十
二
年
度
第
２
次
補
正
予
算
案
」、
②
「
短

期
借
入
金
契
約
に
つ
い
て
」、
③
「
平
成
二
十

三
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
」、
④
「
新

公
益
法
人
移
行
後
の
最
初
の
評
議
員
の
選
任
に

係
る
最
初
の
評
議
員
選
定
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
」、
⑤
「
新
公
益
法
人
移
行
後
の
最

初
の
評
議
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
」、
⑥
「
新

公
益
法
人
移
行
後
の
役
員
及
び
評
議
員
の
報
酬

等
並
び
に
費
用
に
関
す
る
規
程
に
つ
い
て
」
各

議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承

認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画

　
重
点
事
業

一
　
会
員
の
増
強
と
育
成

・
会
員
の
増
強
（
女
性
会
員
の
入
会
に
向
け

た
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
の
推
進
及
び
定
期

的
な
懇
談
会
の
開
催
な
ど
）

・
各
種
研
修
・
講
習
会
の
開
催
（
認
知
症
基

礎
知
識
講
習
会
な
ど
）

・
地
域
班
の
活
性
化
（
地
域
班
の
組
織
化
と

会
員
相
互
の
連
携
強
化
な
ど
）

・
職
群
班
活
動
（
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援

等
未
設
置
の
職
群
班
の
組
織
化
な
ど
）

二
　
就
業
機
会
の
拡
大
・
受
注
の
開
拓
　

・
家
事
援
助
・
介
護
支
援
・
子
育
て
支
援
事

業
の
推
進
（
南
・
中
・
北
部
事
務
所
へ
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
）

・
就
業
機
会
創
出
活
動
（
就
業
機
会
創
出
員

に
よ
る
企
業
訪
問
な
ど
）

・
就
業
機
会
の
公
平
性
の
確
保
（
就
業
交
代

制
度
の
推
進
）

・
地
域
密
着
型
の
事
業
の
推
進
（
地
域
に
密

着
し
た
簡
易
的
な
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
推
進
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動

三
　
安
全
・
適
正
就
業
の
徹
底

・
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
等
に
よ
る
活
動

（
事
故
原
因
と
防
止
策
策
へ
の
取
り
組
み

な
ど
）

・
安
全
講
習
会
の
実
施
（
交
通
安
全
講
習
会

の
実
施
な
ど
）

・
安
全
就
業
に
向
け
た
取
り
組
み
（
会
報
に

「
私
の
健
康
法
」
の
掲
載
な
ど
）

四
　
事
業
推
進
体
制
の
強
化

・
財
政
基
盤
の
強
化
（
適
正
な
事
務
費
率
の

あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
な
ど
）

・「
第
２
次
中
期
計
画
」
の
進
行
管
理

・
会
員
組
織
の
強
化
（
地
域
班
活
動
と
親
睦

活
動
の
連
携
推
進
な
ど
）

五
　
高
年
齢
者
の
就
労
支
援

　
・
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
事
業
の
実
施

　
・
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
の
推
進

　
・
県
シ
連
主
催
の
事
業
へ
の
協
力

　
・
市
と
の
連
携
強
化

六
　
新
公
益
法
人
認
定
申
請
に
向
け
た
取
組
み

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
事
業
目
的
の
主
旨
に
鑑

み
、
公
益
性
が
高
く
、
社
会
的
に
高
い
信

頼
性
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
「
公
益
財
団

法
人
」
へ
の
移
行
認
定
申
請
に
向
け
、
県

シ
連
等
と
連
携
し
な
が
ら
引
き
続
き
、
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
収
支
予
算

　
平
成
２３
年
度
収
支
予
算
は
、
新
公
益
法
人
移

行
を
踏
ま
え
て
の
新
会
計
基
準
に
準
拠
し
、
基

本
方
針
に
則
り
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
要
な
部
分
を
構
成
す
る
受
託
事
業

収
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
度
実
績
の
推
移

を
見
極
め
る
と
共
に
、
昨
今
の
厳
し
い
社
会
経

済
状
況
等
を
直
視
し
編
成
し
ま
し
た
。

　
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
々
年
度
、
前
年

度
の
執
行
状
況
を
精
査
し
、
現
在
の
事
業
規
模

に
合
わ
せ
、
必
要
な
経
費
は
適
正
な
範
囲
内
で

増
額
し
、
削
減
で
き
る
経
費
は
極
力
減
額
を
図

る
こ
と
に
心
掛
け
る
な
ど
、
内
部
努
力
を
徹
底

さ
せ
、
自
主
財
源
の
比
率
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
事
業
運
営
に
必
要
な
財
源
に
つ
き
ま
し
て

平成23年 4 月15日平成23年 4 月15日

財団法人
　川崎市シルバー人材センター
　　川崎市川崎区堤根34－19
　　TEL ０４４－２２２－６８８６
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　　FAX ０４４－２２１－８５１６
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左上から　東條会員、武田会員、大貫会員、西会員、吉田会員、中村会員、渡邉会員、佐藤会員　
左下から　皆川会員、阿久津会員、中村会員、青木理事長、仲川事務局長、丹野会員、鈴木会員、 

中里会員

収入の部 （単位：千円）

予　算　額 前年度予算額 増　　減

受託事業収益 1,051,315 1,044,360 6,955

受取会員登録手数料 1,000 500

基本財産運用益 47 47 0

特定資産運用益 50 0

1

補助金収入 78,037 85,588 △ 7,551

0寄付金収入 1

雑収入 5 50 △ 45

事業活動収入計 1,130,455 1,130,546 △ 91

特定資産取崩収入 4,600 4 4,596

投資活動収入計 4,600 44 4,596

借入金収入 65,001 76,001 △ 11,000

財務活動収入 65,001 76,001 △ 11,000

収入の部合計 1,200,056 1,206,551 △ 6,495

支出の部 （単位：千円）

予　算　額 前年度予算 増　　減

事業費支出 1,095,670 998,257 97,413

管理費支出 41,385 119,073 △ 77,688

事業活動支出計 1,137,055 1,117,330 19,725

特定資産取得支出（経常外） 0 12,720 △ 12,720

投資活動支出計 0 12,720 △ 12,720

借入金返済支出 65,001 76,001 △ 11,000

財務活動支出計 65,001 76,001 △ 11,000

予　　備　　費 0 500 △ 500

支出の部計 1,202,056 1,206,551 △ 4,495

当期収支差額 0 △ 2,000

前期繰越収支差額 2,000 2,000 0

次期収支差額 0 2,000 △ 2,000

科　　　　　　　目 科　　　　　　　目

-2,000

平成23年2月22日
　地域班の活動状況について、õ相模原シルバー人材セン
ターを視察いたしました。
　地域班の具体的内容など説明を受け、会員との意見交換
などを行いました。

平
成
二
十
年
度
　

平
成
二
十
年
度
　

平 成 2 3 年 度 　 収 支 予 算 書

地
域
班
だ
よ
り

平
成
二
十
二
年
度

会
員
表
彰
式

（２）

　
平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
日
（
木
）、
平
成
二
十
二
年

度
の
会
員
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
会
員
の
模
範
と
な
る
活
動
を
し
た
方
々

へ
、
理
事
長
か
ら
表
彰
状
を
授
与
し
、
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
で
、
受
賞
さ
れ
た
会
員
の
皆

さ
ん
か
ら
、
受
賞
の
感
想
や
入
会
当
時
の
思
い
出
話
し
な

ど
で
盛
り
上
が
り
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

は
可
能
な
限
り
手
当
て
を
す
る
事
を
目
指
し
た
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
編
成
を
し
ま
し
た
。

　
収
支
予
算
書
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　「
地
域
班
」
に
つ
い
て
、
会
報
で
各
地
域
を
紹
介
の
第

二
回
目
は
幸
区
に
な
り
ま
す
。
幸
区
は
川
崎
区
・
中
原
区

に
隣
接
し
、
区
域
内
に
は
、
多
摩
川
、
鶴
見
川
、
矢
上
川

の
３
つ
の
河
川
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
川
崎
駅
西

口
に
は
、「
ラ
ゾ
ー
ナ
川
崎
」
な
ど
大
規
模
商
業
施
設
と
、

高
層
住
宅
が
建
て
ら
れ
、
新
し
い
街
づ
く
り
が
進
行
し
、

今
後
の
繁
栄
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
幸
区
西
班
長
　
　
梶
　
　
幸
雄

　
シ
ル
バ
ー
の
仲
間
と
仕
事
を
し
て
、
お
客
様
と
交
わ
す

会
話
等
を
楽
し
み
に
働
い
て
お
り
ま
す
。
是
非
新
し
い
仲

間
が
増
え
相
互
の
交
流
が
深
ま
る
こ
と
を
念
願
し
て
お
り
ま

す
。

○
幸
区
東
班
長
　
　
今
村
　
政
雄

　
中
原
区
で
５６
年
、
幸
区
で
は
ま
だ
３
年
で
す
が
、
と
て

も
よ
い
町
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
東
地
区
の
班
長
と
言
う

こ
と
で
す
が
、
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。



店舗前の落ち葉を清掃中、男性の運転する自転車が会員の左体側にぶつかり、会員が引っ
くり返り、頭、腰、尾てい骨を打撲した。
牛乳の箱を移動中、箱が崩れ落下。作業していた会員の右足に落ち、足指にヒビ。
発注者宅へ原付で向かう途中、交差点で、前方の車が発進したのを見て後に続いた所、横
から来た普通乗用車と接触し、胸部と背中を打撲した。
就業先へ自転車で向かう途中、右方向から来た自転車と接触し転倒、額と左足を負傷した。

南部 

中部
中部 

中部

就業中 

就業中
途上 

途上

女 

男
女 

男

1 

2
3 

4

店舗の清掃

商品の品出し
家事援助サービス

屋内軽作業

刈払機で草刈りをしていたところ、草に埋もれていたガス管に刃をぶつけ、破損させた。
1階の軒裏から電話線を伝って、2階屋根まで伸びていたアケビの蔓を切ろうとし、誤って
電話線を切断してしまった。
剪定作業中に、切った枝を発注者宅の物置の屋根に誤って落下させ、屋根を破損させてし
まった。
マンション壁を清掃中、ホースによる放水が一室の電気メーターに流れ込み、漏電。部屋
の中にも水が入ってしまった。
スーパー店内で被害者が買物カゴを取ろうとした時、会員がカゴを数個重ねようとして被
害者の左手を挟んでしまった。

北部
南部

中部 

北部 

北部 

就業中
就業中 

就業中 

就業中 

就業中 

男
男

男

男

男

1
2 

3 

4 

5

草刈り作業
植木剪定作業 

植木剪定作業 

屋外清掃作業 

屋内軽作業 

平
成
二
十
年
度
　

平
成
二
十
年
度
　

平
成
二
十
二
年
度
第
二
回

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
報
告

平
成
二
十
二
年
度 

第
二
回

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
報
告

平
成
２３
年
度
「
安
全
標
語
」

　「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
と
体
験
事
例
」

　
　
　
　
　
　
　
　
を
募
集
し
ま
す

平
成
２３
年
度
「
安
全
標
語
」

　「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
と
体
験
事
例
」

　
　
　
　
　
　
　
　
を
募
集
し
ま
す

平成22年10月～平成23年1月　事 故 発 生 状 況

事 　 　 故 　 　 状 　 　 況事務所区分 性別番号 仕事の内容

1　会員傷害事故

事 　 　 故 　 　 状 　 　 況事務所区分 性別番号 仕事の内容

2　賠償事故

（３）

　
平
成
22
年
度
第
2
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
を
2
月

21
日
（
月
）
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
提
案
議
題
①
「
平
成
23
年
度
安
全
・
適
正
就
業
対
策
実

施
計
画
」
②
「
安
全
グ
ッ
ズ
」
③
「
事
故
発
生
状
況
（
平

成
22
年
4
月
か
ら
平
成
23
年
1
月
ま
で
）」
が
審
議
さ
れ

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２３
年
度
　

安
全
・
適
正
就
業
対
策
実
施
計
画

一
　
安
全
・
適
正
就
業
の
推
進

（
一
）
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
活
用

　
　
・
事
故
原
因
を
分
析
し
、
防
止
策
の
検
討
な
ど

（
二
）
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
の
活
用

　
　
・
就
業
現
場
の
安
全
確
認
・
巡
回
指
導
の
実
施
な
ど

（
三
）
安
全
・
適
正
就
業
委
員
及
び
対
策
委
員
の
育
成

　
　
・
県
シ
連
が
主
催
す
る
講
習
会
等
参
加

（
四
）
安
全
・
適
正
就
業
基
準
の
徹
底

　
　
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
積
極
的
に
活
用
し
安
全
就
業
等

に
つ
い
て
の
周
知
徹
底

二
　
安
全
意
識
の
向
上
の
推
進

（
一
）
講
習
会
研
修
会
の
実
施

　
　
・
交
通
安
全
講
習
会
等
を
実
施
な
ど

（
二
）
安
全
就
業
の
啓
発

　
　
・
安
全
標
語
等
の
募
集
な
ど

（
三
）
健
康
管
理

　
　
・
健
康
診
断
の
受
診
の
奨
励
な
ど

　
会
員
に
、
安
心
・
安
全
な
、
就
業
環
境
の
確
保
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の
安

全
就
業
の
推
進
に
つ
な
が
る
「
安
全
標
語
」
と
「
ヒ

ヤ
リ
・
ハ
ッ
と
体
験
事
例
」
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　
原
稿
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
郵
送
、F
A
X
ま
た
は
各
事
務
所
に
御
持
参
く

だ
さ
い
。

　
※
①
応
募
は
一
人
一
標
語
・
一
事
例
ま
で
と
し
ま

す
。

　
　
②
自
作
の
も
の

【
締

切

り
】

　
平
成
23
年
5
月
31
日

【
宛
　
　
先
】

　
〒
2
1
0
―
0
0
2
6
　
川
崎
区
堤
根
34
―
19

　
　

ú
川
崎
市
シ
ル
バ
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の
結
果
、
採
用
さ
れ
た
方
に
は
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。
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私

の

健

康

法

私

の

健

康

法

北
部
事
務
所
　
会
員
　
鵜
久
森
　
政
　
敏

会

員

投

稿

会

員

投

稿

会
員
講
習
会
実
施
報
告

会
員
講
習
会
実
施
報
告

（４）

●
子
育
て
支
援
講
習
会

　
　
　
　
　
　
開
催
日
　
平
成
２２
年
１２
月
１４
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
開
催
場
所
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
目
的
会
議
室

　
　
　
　
　
　
受
講
者
数
　
１８
名

　
核
家
族
化
が
進
行
し
、
子
育
て
の
環
境
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
の
送
迎
や
見
守
り
の
依
頼

が
増
え
て
い
ま
す
。
安
全
に
子
ど
も
を
お
預
か
り
す
る
た

め
に
、
消
防
署
・
救
急
係
長
か
ら
「
こ
ど
も
の
発
達
か
ら

見
た
ケ
ガ
と
安
全
」、
西
大
島
保
育
園
看
護
師
か
ら
「
こ

ど
も
の
発
症
し
や
す
い
病
気
と
対
応
に
つ
い
て
」、
藤
崎

保
育
園
保
育
士
か
ら
「
こ
ど
も
の
発
達
と
遊
び
方
や
保
護

者
と
の
関
わ
り
方
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
テ
ー

マ
も
子
ど
も
を
お
預
か
り
す
る
の
に
と
て
も
大
切
な
内
容

で
し
た
。

「
受
講
者
の
感
想
」

　
私
は
、
２
か
月
の
短
い
間
で
し
た
が
、
保
育
に
係
る
仕

事
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
子
育
て
か
ら
離
れ
て
、
３０
年
、
大
人
だ
け
の
生
活
に
慣

れ
て
し
ま
っ
た
今
、
何
を
子
ど
も
た
ち
が
求
め
て
い
る
か

難
し
い
「
壁
」
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
習
会
は
、「
こ
ど
も
の
病
気
」「
ケ
ガ
」「
こ

ど
も
の
発
達
と
遊
び
方
」
と
そ
れ
ぞ
れ
が
、
具
体
的
で
一

つ
一
つ
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
説
明
が
あ
り
、
分
か
り
や
す
く
、

受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
５
時
間
と
短
い
受
講
時
間
で
し
た
が
、
人
を
預
か
る
大

切
な
子
育
て
支
援
業
務
に
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
、
少

し
で
も
役
に
立
て
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

秋
元
　
ツ
ヤ
子
会
員

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
　
　
　
　
　
開
催
日
　
平
成
２３
年
２
月
２４
日

　
　
　
　
　
　
開
催
場
所
　
川
崎
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
講
堂

　
　
　
　
　
　
受
講
者
数
　
４４
名

　
認
知
症
講
座
は
、
認
知
症
を
正
し
い
知
識
の
中
か
ら
考

え
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
導
入
と
し
て
、
Ｓ
О
Ｓ
劇
団

に
よ
り
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
た
寸
劇
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
川
崎
市
認
知
症
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｎ
Ｐ
О
法
人
）

代
表
の
柿
沼
矩
子
様
と
事
務
局
長
の
中
川
和
子
様
か
ら
、

認
知
症
に
関
す
る
知
識
や
対
応
の
仕
方
な
ど
の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　
受
講
者
は
、
時
に
は
笑
い
時
に
は
頷
き
な
が
ら
、
真
剣

に
受
講
し
、
２
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
大
多
数
が
「
と
て
も
良
か

っ
た
」
と
の
評
価
で
し
た
。
今
後
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
、
各
々
の
地
域
で
認
知
症
高
齢
者
や
家
族
を
支
え

る
よ
う
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
私
は
数
年
前
か
ら
北
部
事
務
所
に

登
録
し
、
時
々
マ
ン
シ
ョ
ン
清
掃
な

ど
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
９
年
前
に
リ
タ
イ
ア
、
日
常
生
活

が
「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」
と
な
り
、
何

に
で
も
興
味
を
持
つ
私
は
こ
れ
ま
で

の
囲
碁
、
麻
雀
に
加
え
て
旅
行
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
鑑
賞
、
パ
ソ
コ

ン
、
カ
ラ
オ
ケ
、
エ
ア
ロ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
へ
の
参

加
な
ど
随
分
趣
味
が
増
え
ま
し
た
。

　
こ
の
過
密
な
日
常
生
活
に
ど
っ
ぷ
り
浸
っ
て
い
る
私
に
は
、

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
近
づ
か
な
い
よ
う
で
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
注
射
を
打
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
健
康
を
自
慢
し
て
い
た
私
も
、
体
力
の
衰
え
は
少

し
ず
つ
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
数
年
前
に
出
会
っ
た
の
が
ス
イ
ミ
ン
グ

（
水
泳
ス
ク
ー
ル
）
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
エ
ア
ロ
な
ど

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
夏
の
暑
い
最
中
に
涼
し
さ
を
求
め

て
プ
ー
ル
に
入
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
上
手
に
泳
ぐ
人
を
見

て
、
私
も
上
手
く
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
、
講
習
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
水
泳
を
始
め
て
２
年
、
ク
ロ
ー
ル
は
楽
に
泳
げ
る
よ
う
に
な

り
、
ク
イ
ッ
ク
タ
ー
ン
も
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
た
。
今
は
バ
タ
フ

ラ
イ
に
挑
戦
中
で
す
が
な
か
な
か
上
達
し
ま
せ
ん
。
足
も
時
々

攣
り
ま
す
。

　
水
泳
の
お
陰
で
体
が
締
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ス
タ
ミ

ナ
が
つ
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
気
の
せ
い
か
若
く
な
っ
た
よ

う
に
も
感
じ
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
お
腹
は
へ
こ
ま
ず
、
体
重

も
そ
の
ま
ま
で
す
が
…
。

　
ま
た
、
一
緒
に
ス
イ
ミ
ン
グ
に
参
加
し
て
い
る
女
性
会
員
は

「
仲
間
と
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
い
つ
も
先
頭
、
水
泳
で
足
腰
が

強
く
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ス
タ
ジ
オ
で
ハ
ー
ド
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
な
く
て
も
、
ス
イ
ミ
ン
グ
で
体
を
動
か
す
こ
と
で
体
力

が
つ
き
、
健
康
を
維
持
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

ト
ラ
イ
し
て
く
だ
さ
い
。
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問
記

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（５）

　
１
９
８
０
年
（
昭
和
５５
年
）
財
団
法
人
川
崎
市
生
き
が

い
事
業
団
と
し
て
設
立
、
昨
年
３０
周
年
の
節
目
の
年
で
し

た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
等
、
経
済
的
に

苦
し
い
時
代
も
乗
り
越
え
、
会
員
数
で
１２
倍
、
受
注
件
数

で
１５
倍
、
契
約
金
額
で
５２
倍
の
右
肩
あ
が
り
の
発
展
途
上

に
あ
り
ま
す
。（
３０
周
年
記
念
誌
「
飛
翔
」
よ
り
）

　
こ
れ
は
先
輩
シ
ル
バ
ー
会
員
一
人
一
人
の
働
き
が
信
頼

さ
れ
て
い
る
結
果
な
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
中
で
、
中
部
事
務
所
は
高
津
区
溝
口
に
事
務
所
を

構
え
、
商
業
施
設
が
多
い
南
部
事
務
所
、
住
宅
街
の
多
い

北
部
事
務
所
の
間
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
受
注
も
企
業

か
ら
一
般
家
庭
ま
で
幅
広
く
、
多
種
に
わ
た
り
受
け
て
い

ま
す
。

　
今
回
訪
問
し

た
２
月
２２
日
は
、

新
規
会
員
登
録

説
明
会
及
び
個

人
面
談
の
開
催

日
で
し
た
。
事

業
説
明
の
後
、

１
人
約
１０
分
程

度
の
個
別
面
談

で
す
。
本
人
の

希
望
す
る
職
種
、

曜
日
、
時
間
等

…
、
先
ず
驚
い

た
の
は
、
韮
澤

所
長
、
小
島
主

査
、
近
藤
主
任
、
飯
沼
家
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
４
人

で
、
全
て
の
業
務
を
処
理
さ
れ
て
い
る
事
…
。
個
人
面
談

も
所
長
を
含
め
職
員
３
人
で
同
時
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
間
に

も
頻
繁
に
電
話
が
入
る
が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
さ
ん
が

パ
ソ
コ
ン
内
の
情
報
を
見
て
対
応
。
担
当
者
と
ア
ウ
ン
の

呼
吸
で
解
決
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
で
約
１
時
間
程
度
で

１６
人
の
登
録
処
理
が
終
わ
る
。
午
後
は
１１
人
で
し
た
。

　
中
部
事
務
所
の
月
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
拝
見
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
土
日
以
外
の
空
白
は
な
い
ほ
ど
で

し
た
。
そ
の
中
で
韮
澤
所
長
、
小
島
主
査
、
近
藤
主
任
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ
１ 

入
会
者
の
希
望
と
実
際
に
つ
い
て

　
例
え
ば
職
種
で
は
事
務
職
系
を
希
望
し
て
い
て
も
、
受

注
量
は
非
常
に
少
な
く
、
職
員
の
言
葉
で
は
「
ミ
ス
マ
ッ

チ
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も
意
識
の
上
で

現
役
時
代
を
引
き
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
対
策
は
本
人

の
意
識
改
革
を
お
願
い
す
る
事
。
例
え
ば
、
軽
作
業
で
は

如
何
で
し
ょ
う
か
？
生
き
が
い
と
し
て
如
何
で
し
ょ
う
か
？

視
点
を
変
え
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
仕
事
選
択
の
幅
を
拡

げ
る
努
力
を
し
て
い
る
と
の
お
話
で
し
た
。

Ｑ
２ 

事
務
所
で
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
事

　「
会
員
数
と
仕
事
量
の
『
バ
ラ
ン
ス
』
が
重
要
で
、
仕

事
が
少
な
い
状
況
の
為
に
仕
事
を
（
造
）
創
る
事
が
大
事

で
す
。
各
種
広
報
媒
体
の
活
用
（
タ
ウ
ン
紙
、
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
等
の
チ
ラ
シ
配
布
）
営
業
活
動
な
ど
。
高
津
区
は
お

墓
が
多
い
の
で
、
お
墓
の
清
掃
（
草
木
等
）、
お
寺
さ
ん

と
契
約
な
ど
…
今
活
動
し
て
い
る
事
は
全
て
将
来
の
為
で

す
。」
と
所
長
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

Ｑ
３ 

今
後
の
事
務
所
展
開
に
つ
い
て

　
家
庭
内
に
お
け
る
チ
ョ
ッ
と
し
た
困
り
事
＝
地
域
サ
ポ

ー
ト
事
業
（
電
球
の
交
換
、
簡
単
な
家
具
移
動
、
窓
ガ
ラ

ス
拭
き
等
）
を
拡
げ
る
と
共
に
、
会
員
の
仕
事
の
幅
が
拡

が
る
＝
講
習
会
（
家
事
支
援
、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
）
を
準
備
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
は
６
月
、
９
月
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
及

び
、
受
注
活
動
に
多
く
の
会
員
が
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
２３
年
度
も
更
に
多
く

の
会
員
さ
ん
と
協
力
し
、
事
業
拡
大
に
努
め
る
と
の
事
で

し
た
。

　
所
長
、
主
査
、
主
任
、
３
人
が
均
等
分
担
作
業
で
同
一

テ
ー
ブ
ル
上
で
実
行
さ
れ
て
い
る
一
生
懸
命
の
思
い
が
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
個
別
面
談
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
間
は
３
人
机
を

空
け
る
事
に
な
り
ま
す
が
、
飯
沼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
一

人
で
対
外
と
の
電
話
等
に
対
応
さ
れ
て
い
る
事
、
４
人
の

連
携
が
お
見
事
、
何
か
心
あ
た
た
ま
る
思
い
を
感
じ
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　（
取
材
＝
会
報
編
集
委
員
　
三
十
日
　
清
）
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◎
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２３
年
３
月
９
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
階
多
目
的
会
議
室
　
参
加
者
１９
名

　
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
就
業
中
の
会
員

を
対
象
に
、
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、「
傾
聴
」
に
つ
い
て
、
講
師
の
長
谷
川
会
員
（
老

人
施
設
で
絵
手
紙
と
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）
か
ら
、

今
ま
で
の
経
験
を
ふ
ま
え
、「
傾
聴
」
と
は
基
本
的
に
触

れ
合
っ
た
人
に
心
を
添
わ
せ
る
事
（
自
分
の
話
は
２
割
、

８
割
は
相
手
の
話
を
聴
く
こ
と
）
が
大
事
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
質
疑
応
答
で
、
委
託
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
問
題
を
抱
え
て

い
る
会
員
か
ら
多
く

の
質
問
が
あ
り
、
講

師
が
事
例
に
そ
っ
て

回
答
を
し
ま
し
た
。

次
に
会
員
の
自
己
紹

介
を
兼
ね
て
自
分
の

就
業
内
容
や
問
題
点

な
ど
を
話
し
合
い
、

活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今

後
の
課
題
と
し
て
、

会
員
同
士
の
情
報
交

換
、
緊
急
時
の
支
援
等
、
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
よ
り
良
く
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
将
来
に
向
け

て
班
体
制
の
土
台
作
り
を
す
る
こ
と
を
職
員
と
会
員
双
方

で
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

◎
宝
寿
会﹇
新
年
会
﹈

平
成
２３
年
１
月
２１
日（
金
）　
参
加
者
２２
名

　
宝
寿
会
主
催
の
「
新

年
会
」
を
仲
見
世
通

り
の
商
店
街
に
あ
る

【
赤
桃
飯
店
・
本
店
】

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
午
後
６
時

よ
り
２
時
間
の
予
定

の
中
で
役
員
挨
拶
・

自
己
紹
介
等
に
続
き

お
い
し
い
中
華
料
理

（
呑
み
放
題
付
）
と

自
慢
の
の
ど
を
競
う

カ
ラ
オ
ケ
を
行
い
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
最
後
に
皆
様
の
健
康
と
ご
活
躍
を
願
っ
て
散

会
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
報
告
者
　
幹
　
事

◎
除
草
班
全
体
会
議

平
成
２３
年
３
月
１７
日（
木
） 

午
前
１０
時
〜

参
加
者
１３
名

　
２３
年
度
の
グ
ル
ー
プ
編
成
の
見
直
し
、
作
業
手
順
の
再

確
認
及
び
ゴ
ミ
処
理
問
題
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

◎
植
木
班
全
体
会
議

　
平
成
２３
年
３
月
１７
日（
木
） 

午
後
２
時
〜

参
加
者
１４
名

　
２２
年
度
の
ク
レ
ー
ム
、
事
故
等
に
つ
い
て
の
反
省
を
行

っ
た
後
、
平
成
２３
年
度
の
班
・
グ
ル
ー
プ
体
制
に
つ
い
て

の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

◎
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
会
議

平
成
２３
年
３
月
２３
日（
水
） 

午
前
１０
時
〜

　
事
務
所
対
策
員
３
名
と
事
務
局
２
名
出
席
し
、
平
成
２２

年
度
第
２
回
南
部
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
を

開
催
し
、
平
成
２３
年
度
の
実
施
計
画
及
び
事
故
発
生
状
況

等
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

◎
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
及
び
会
議
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事
務
所
対
策
員
に
よ
る
適
正
就
業
の
た
め
、
植
木
作
業
、

放
置
自
転
車
対
策
作
業
な
ど
の
就
業
現
場
を
数
回
に
分
け

て
巡
回
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
就
業
現
場
に
お
い
て
、

安
全
確
認
、
言
葉
遣
い
等
を
常
に
心
掛
け
た
、
適
正
な
就

業
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
２３
日
に
は
中
部
事
務
所
に
て
安
全
・
適
正

就
業
対
策
会
議
を
開
催
し
、
巡
回
の
報
告
、
新
年
度
に
向

け
た
方
針
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

◎
植
木
・
除
草
班
班
長
連
絡
会
議

平
成
２３
年
２
月
２４
日（
木
）

　
同
一
発
注
者
か
ら
の
各
受
注
に
対
す
る
連
携
強
化
の
た

め
、
植
木
班
、
除
草
班
の
班
長
、
副
班
長
が
集
ま
り
、
受

注
状
況
等
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
連
携
が
と
れ
る

よ
う
就
業
依
頼
の
際
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
や
、
相
互
間

の
交
流
等
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

◎
地
域
班
活
動
報
告

　
昨
年
４
月
か
ら
活
動
を
始
め
た
地
域
班
に
つ
い
て
、
中

部
事
務
所
管
轄
地
域
４
班
の
班
長
、
副
班
長
に
就
業
開
拓

に
伴
う
チ
ラ
シ
を
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
一
般
家
庭
を

対
象
と
し
て
３，
２
０
０
部
配
布
し
ま
し
た
。

◎
大
妻
女
子
大
学
「
高
齢
者
の
意
識
調
査
」

　
　
　
３
月
２２
日（
火
）〜
２４
日（
木
）

　
　
　
３
月
１
日（
火
）〜
３
月
３
日（
木
）　
延
べ
６
日
間

　
　
　
参
加
者
１
０
３
名
　
北
部
事
務
所
会
議
室

　
大
妻
女
子
大
学
社
会
情
報
学
部
の
依
頼
に
よ
り
、
６５
歳

以
上
で
高
校
卒
業

後
２
年
以
上
教
育

期
間
を
有
す
る
な

ど
の
条
件
で
応
募

の
あ
っ
た
会
員
に

よ
る
「
高
齢
者
の

意
識
調
査
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
１

回
目
「
日
常
生
活

の
記
憶
に
関
す
る

調
査
」
と
２
回
目

「
複
数
の
パ
ズ
ル

や
簡
単
な
テ
ス
ト
」

の
２
回
、
い
ず
れ

も
２
時
間
程
度
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
延
べ
６
日
間
の
調
査
で
参
加
者
は
１
０
３
名
（
男
性
６２

名
・
女
性
４１
名
）
に
達
し
、
調
査
に
対
す
る
会
員
の
積
極

的
な
姿
勢
に
大
学
の
方
々
も
感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当

初
か
ら
目
標
に
し
て
い
た
１
０
０
名
以
上
の
調
査
資
料
が

集
ま
り
、
大
学
の
調
査
研
究
に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
同
時
に
就
業
率
の
ア
ッ
プ
に
繋
り
ま
し
た
。

◎
荷
造
り
テ
ー
プ
で
篭
を
作
る
教
室

２
月
２５
日（
金
）　
参
加
者
９
名

北
部
事
務
所
作
業
室

　
井
戸
弘
之
先
生
に
よ
る
荷
造
り
用
テ
ー
プ
を
利
用
し
た

「
篭
作
り
教
室
」
に
、
は
た
し
て
荷
造
り
テ
ー
プ
で
篭
が

で
き
る
も
の
だ
ろ
う
か
？
と
半
信
半
疑
で
参
加
し
ま
し
た
。

講
習
を
受
け
た
の
は
会
員
８
名
、
職
員
も
加
わ
り
９
名
の

参
加
で
し
た
。
そ
の
う
ち
女
性
が
７
名
と
、
や
は
り
女
性

に
人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
ね
。

　
先
生
の
気
さ
く
な
指
導
で
、
み
な
、
和
や
か
な
雰
囲
気

で
講
習
が
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
ち

ら
も
、
作
り
始
め

て
み
る
と
、
丁
寧

な
指
導
で
簡
単
に

で
き
そ
う
だ
と
思

い
、
気
楽
に
や
っ

て
い
た
の
で
す
が
、

横
の
編
み
こ
み
の

部
分
は
難
し
く
、

本
来
の
不
器
用
さ

も
加
わ
り
、
完
成

に
苦
労
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
時
間
が

か
か
り
、
講
習
が

終
わ
る
頃
、
や
っ
と
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
で

き
た
篭
は
初
め
て
に
し
て
は
立
派
に
見
え
、
こ
ん
な
に
見

栄
え
が
よ
く
で
き
る
の
か
と
感
心
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
楽
し
そ
う
に
、
し
か
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で

篭
作
り
に
励
み
、
あ
っ
と
い
う
間
の
３
時
間
で
し
た
。
最

後
に
先
生
の
自
作
の
カ
ー
ド
入
れ
の
お
土
産
ま
で
も
ら
い
、

で
き
あ
が
っ
た
我
が
作
品
を
持
っ
て
、
満
足
し
て
帰
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
永
　
時
和
　
会
員

◎
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

３
月
１１
日（
金
）　
出
席
者
５
名

北
部
事
務
所
会
議
室

　
平
成
２３
年
度
安
全
・
適
正
就
業
実
施
計
画
及
び
事
故
発

生
状
況
を
も
と
に
、
来
年
度
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。
特
に
植
木
・
除
草
の
事
故
が
多
い
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
就
業
現
場
の
巡
回
・
指
導
を
強

化
等
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
協
力
関
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表
現
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

　
　
　
　
　
　
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。

広　　告

契約保養所のパンフレットは各事務所に置い
てありますのでご覧ください。

全国31か所のリゾートホテル
お届けするのは、

こころ豊かな時間です。

川崎市シルバー人材センター会員様
保養所契約施設（１泊朝食付）
お得にリゾートをお楽しみ下さい

大和リゾート（株）　横浜営業所
横浜市西区みなとみらい3-6-1
みなとみらいセンタービル15階
Tel. 045-650-5300　担当：川原
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３
月
１１
日
に
発
生
し
た
東
日
本
巨
大
地
震
に

よ
り
、
被
害
が
甚
大
か
つ
広
範
囲
に
及
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
は
被
災
地
へ
の
支

援
と
し
て
、
各
事
務
所
に
義
援
金
箱
を
設
置
し

ま
し
た
の
で
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
こ
の
義
援
金
は
、
õ
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
協
会
を
通
し
て
、
被
災
地
に
届
け

ら
れ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
へ
の

　
　
　
義
援
金
の
協
力
を

編編
集集記記
後後

（８）

係
の
強
化
を
図
り
、
就
業
途
上
の
交
通
事
故
防
止
対
策
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◎
受
注
開
拓
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

３
月
７
日（
月
）〜
３
月
１８
日（
金
）

参
加
者
９
名

　
１０
月
に
引
き
続
き
、
北
部
地
域
班
班
長
及
び
副
班
長
に

よ
り
、
多
摩
区
か
ら
麻
生
区
の
各
担
当
地
域
で
受
注
開
拓

チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
配
布
部
数
を
増
や
し
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
個

人
宅
だ
け
で
は
な
く
、
企
業
等
も
対
象
に
し
て
、
セ
ン
タ

ー
Ｐ
Ｒ
の
幅
を
広
げ
た
い
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
よ
り
活

発
な
地
域
班
の
活
動
を
目
指
し
ま
す
。

配分金支払日のお知らせ

４月分

５月分

６月分

５月２５日 π

６月２７日 ∑

７月２５日 ∑

４月分から６月分の配分金支払日は次のと
おりとなっております。

※配分金は月末で締めて翌月２５日（金融機
関が休日の場合は翌営業日）に指定され
た口座へ支払います。

　
日
本
海
側
を
中
心
と
し
た
豪
雪
、

ま
た
、
霧
島
山
新
燃
岳
の
爆
発
的

噴
火
と
今
年
に
入
っ
て
も
自
然
が

も
た
ら
す
大
き
な
災
害
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
３
月
１１
日
に
未
曽
有
の
大
震
災
が
東

北
・
関
東
を
中
心
に
発
生
し
ま
し
た
。

　
本
部
事
務
所
の
あ
る
川
崎
区
は
震
度
５
強
で
し
た

が
、
か
つ
て
な
い
激
し
い
揺
れ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

時
々
刻
々
と
報
道
さ
れ
る
被
災
地
の
惨
状
は
目
を
覆

う
ば
か
り
で
、
少
し
で
も
支
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら

れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
改
め
て
予
期
せ
ぬ
自
然
災
害
に
対
す
る
備

え
を
日
頃
か
ら
怠
ら
な
い
よ
う
自
ら
の
肝
に
銘
じ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
上
部
団
体
「
全
国
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
」
の
普
及
啓
発
誌
『
月

刊
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
』
４
月
号
と
５
月
号
の

両
号
に
、
川
崎
市
の
歴
史
文
化
や
当
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
関
す
る
紹
介
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。
全
国
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
に
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機

会
で
す
の
で
、
川
崎
市
内
の
紹
介
ポ
イ
ン
ト
に
知
恵

を
絞
り
ま
し
た
。
各
事
務
所
に
ご
来
所
の
際
は
、
手

に
と
っ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

たしかめちゃん




